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盆

論
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説
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町百

是

信

迩
門
に
未
だ
正
し
く
俳
の
顕
本
た
し
。
玄
義
に
『
衆
経
《
尚
＊
不
論
＝
道
樹
之
前
、
師
ト
之
血
（
弟
近
k

，
樫
賓
↓
況
ャ
遠
々
ヲ
ャ
。
今
経

A

明
日
道
樹

之
前
ノ
樫
質
長
選

1
1ヲ
、
楠
庭
教
勺
＝
世
界
↓
不
レ
知
、
況
ャ
共
ノ
塵
敷
ヲ
ャ
。
民
同
一
』
と
。
経
に
『
僻
町
田
刊
区
計
思
議
↓
汝
今
出
芳
信
カ
サ
住
U

於
忍
善
ノ

中
一
今
皆
営
ア
レ
得
L

開
グ
コ
ト
』
と
。
宗
極
は
『
組
テ
御
心
得
候
へ
興
＝
爾
時
一
法
華
経
ト
引
向

Z
判
叫
ん
一
一
勝
劣
浅
深
一
営
分
跨
節
F

事
有
訂
三
よ
伊
。
日

蓮
ガ
法
門
ハ
第
一
一
一
ノ
法
門
也
。
世
間
三
組
ク
如
げ
夢
ノ
二
一
ヲ
申
ド
モ
第
三
不
L

申
候
。
第
三
法
門
ハ
天
台
妙
業
停
敬
モ
組
、
示
日
昌
之
ヲ
未

τ事

畢
一
所
詮
議
－
h
一
ハ
ヘ
玉
ヲ
未
法
之
今
一
也
。
五
五
百
歳
n

是
也
一
六
同
九
』
と
台
家
の
款
を
本
化
の
山
漸
と
し
て
専
ら
第
三
跨
節
の
本
門
、
師
弟
遠
近
不

遠
近
相
に
依
り
、
本
控
を
判
じ
て
未
法
相
障
の
敬
相
を
高
揚
し
給
ふ
。
台
家
四
節
三
径
の
本
門
三
徒
、
殊
に
第
一
節
に
依
り
他
の
三
を
牧

め
、
『
種
熟
肱
の
法
門
法
華
経
の
肝
心
也
、
三
世
十
万
の
備
は
必
4
7
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
種
と
し
て
悌
に
な
り
給
へ
り
一
一
同
』
と
宣
ふ
日
疋
金

く
本
化
の
智
眼
よ
り
出
た
り
。

経
に
『
我
本
ト
行
主
口
薩
ノ
遣
↓
所
い
成
主
害
命
』
と
是
本
因
妙
の
依
文
・
な
り
。
我
岨
『
騨
傘
五
百
庫
賭
幼
ノ
営
ソ
ノ
カ
ミ
初
詮
＝
得
主
此
ノ
妙
法
蓮

悲一・
4

世
々
番
々
唱
ふ
成
措
↓
願
目
玉
へ
り
能
詰
所
詮

J

本
理
五
理
』
と
本
成
己
来
と
の
果
上
所
願
の
本
法
を
悌
種
と
し
、
之
を
下
し
、
之
を
熟
し
之

を
肱
す
る
を
本
門
三
径
と
な
す
。

取
要
紗
に
『
此
土
ノ
我
等
衆
生
ハ
五
百
盛
賭
幼
己
来
敬
主
樟
傘
ノ
愛
子
ナ
リ
依
不
孝
失
子
今
堆
不
費
知
－
一
一
日
』
誌
と
は
久
遠
本
時
の
姿

震
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九



賞

家

三

盆

諭

略

設

tニ。

要
以
来
衆
生
は
本
僻
よ
り
妙
法
五
字

ω化
を
蒙
れ
る
左
り
。
只
問
先
知
せ
ざ
る
は
不
孝
迷
背
の
失
に
よ
る
、
故
に
害
景
品
を
知
ら
ざ
る
者
を

畜
生
等
と
一
守
口
ふ
訣
功
本
を
知
ら
ざ
る
脆
は
有
名
無
賓
と
た
る
。
か
く
て
備
は
一
冗
始
己
来
、
本
の
三
身
よ
り
迩
の
三
身
を
起
し
て
非
生
現
被

し
て
衆
生
を
度
股
し
給
ふ
九
阿
＝

台
風
は
第
一
第
二
敢
相
立
脚
故
爾
前
毒
登
等
の
得
道
を
許
す
控
る
り
。
我
組
は
第
三
に
立
ち
‘
本
門
併
設
友
く
ん
ぽ
柿
底
な
ほ
知
ら
や

断
呼
爾
前
法
門
の
得
道
生
許
さ
や
’
臼
机
机
詰
日

即
ち
書
量
所
談
の
本
間
土
妙
顕
れ
ざ
れ
ば
な
り
。
我
阻
約
数
の
本
謹
判
は
、
本
門
己
顕
の

上
は
奪
註
得
道
意
在
爾
前
た
り
。
約
宗
の
控
は
台
家
像
法
趨
時
白
敬
を
斥
ふ
た
り
。

『
以
苛
久
遠
↓
錆
山
下
種
寸
大
通
前
四
味
迩
門
ヲ
話
時
熟
：
室
町
本
門
士
令
は
ん
ヲ
登
均
等
妙
づ
魚
川
股
ト
0

川崎一
J

』
『
書
量
品
＝
一
広
へ
ん
・

阿
修
羅
ト
者
。
爾
前
述
門
雨
敬
ノ
二
来
、
三
敢
壬
口
薩
五
時
ノ
国
人
ヲ
。
皆
云
コ
天
人
阿
修
羅
↓
＝

2
』
叉
『
爾
前
註
門
大
控
口
薩
詮
得
帥
蓮
華
事
本

一
切
世
間
天
人

門
時
也
。
良
質
断
惑
間
帯
量
一
品
時
也
培
一
一
切
』
叉
『
害
時
量
品
＝
云
夕
、
或
《
失
勺
本
心
て
或
二
小
法
人
ハ
者
；
、
乃
至
不
リ
失
い
心
ヲ
者
丹
、
見
オ
此

良
薬
ノ
色
香
倶

ζ

好
づ
即
便
服
す
－
－
之
ヲ
、
病
壷
ク
除
癒
ヌ
等
一
民
云
。
久
遠
下
種
大
通
詰
縁
乃
至
前
四
味
遮
門
等
ノ
一
切
ノ
並
口
薩
。
二
乗
人
天
等
〆

於
マ
本
門
一
得
道
2
是
也
。
時
間
一
』
等
と
、
久
遠
己
来
根
熟
の
者
書
量
品
に
経
て
本
種
を
知
り
木
谷
属
と
な
る
な
り
。
故
に
『
自
＝
過
去
大
通
ノ

法
華
経
一
乃
至
（
中
略
）
一
代
五
十
飴
年
ノ
諸
経
。
十
方
三
世
諸
僻
ノ
徴
塵
ノ
軽
々
n

皆
害
時
量
ノ
ロ
m
序
分
也
。
臼
ご
口
問
二
今
一
外
2
名
町
小
乗
数
邪
教
－

ハ
中
略
）
件
綱
引
工
共
機
寸
徳
再
垢
重
門
中
略
）
爾
前
逃
門
ノ
回
数
2
向
非
品
悌
国
一
、
何
－
－
況
ャ
大
日
経
等
ノ
諾
小
乗
粧
ヲ
ヤ
O

（
中
略
）
設
陵
地
山
内
稿
九
ノ
モ
甚
深
↓

米
げ
論
詰
問
熟
脆
↓
還
テ
同
討
中
決
断
一
－
化
，
無

T
n始
終
↓
是
也
川
崎
市
』
と
は
種
院
の
義
法
華
本
門
に
局
る
な
り
。
円
七
九
二
、
叉
向
5

寄
量
の
開
設
に
て
久
遠
巴
来
返
本
取
返
大
取
小
の
徒
は
戚
く
得
脆
し
本
門
の
大
化
既
に
絡
る
と
雌
も
、
俳
・
な
ほ
滅
後
本
未
有
善
の
衆
生

の
局
に
、
最
初
下
種
の
要
法
を
留
め
本
化
に
、
付
蝿
し
給
へ
り
『
以
守
本
門
芸
品
目
工

2
7
一
向
－
－
以
訂
末
法
之
初
↓
侵
同
日
正
機
↓
。
所
謂
一
往
見
山
之
ヲ

時
A

以
オ
久
種
↓
鴬
山
下
種
↓
、
大
通
前
四
味
誼
門
ヲ
潟
り
熟
ト
至
守
本
門
一
一
令
叫
ん
ヲ
登
均
等
妙
石
崎
山
股
ト
。
再
往
見
立
之
ヲ
不
L

似
ニ
述
門
て
。
木
門
n

序
正



流
通
供
＝
以
ざ
木
法
之
始
↓
震
は
詮
ト
Q

在
世
ノ
本
門
：
未
法
之
初
二
一
同
ニ
純
国
也
．
但
シ
彼
ぇ
脆
比
え
種
也
。
彼
レ

A

一
品
二
字
此
主
題

H
f五
字

也
川
崎
地
』
取
妥
紗
一
如
何
致
。
『
比
本
門
ノ
肝
心
ノ
於
吃
南
鵠
妙
法
遁
華
経
〆
・
A
（
士
、
俳
論
文
殊
袋
五
等

Z
不
レ
付
＝
嘱

zn之
↓
。
何
＝
況
ャ
共
己
下

z－
侶
4
H
U

地
泊
予
凶
号
、
詑
司
八
日
間
↓
付
＝
蝿

Z
ヲ
之
ヲ
－
九
回
。

i
o所
詮
越
化
他
方
ノ
大
菩
麗
等
＝
・

以
芸
品
内
詮
，
書
量
日
間
↓
不
レ
可
＝
投
典
ベ
。
未

法
ノ
初
2
諒
法
ノ
国
7
話
機
ナ
ル
故
ュ
止
す
之
7
0

召
日
地
拍
子
同
外
て
害
重
口
問
ノ
肝
心

Z
以
寸
妙
法
蓮
華
経
〆
五
字
↓
令
室
内
授
＝
典
闘
津
ノ
衆
生
一
、

九
九
二
｜
．
書
量
ノ
法
門
n

得
一
一
滅
後
ザ
請
す
之
ヲ
也
九
四
四

i
是
ノ
好
キ
良
品
製
ヲ
今
留
テ
在
す
此
－
－
汝
可
討
取
ラ
服
べ
勿
い
憂
勺
1

不
日
差
ヱ
。
作
訪
日
延
ノ
敬
↓
巳
テ
復

至
オ
位
岡
一
遣
っ
使
7

還
テ
告
グ
等
一
五
一
瓦
分
別
功
徳
品
＝
一
再
ク
悪
世
求
法
ノ
時
等
一
五
云

l
本
門
ノ
四
依
n

地
涌
千
界
ハ
未
法

J

始
＝
必

λ

可
白
出
現
て
今
，
謹

使
選
告
内
地
涌
也
是
好
向
島
緩
ト
ハ
毒
盆
品
肘
要
Z
妙
臆
宗
用
敬
ノ
南
無
妙
法
逼
華
経
日
疋
也
九
問
同
』
等
と
、
か
く
て
本
門
三
径
は
久
遠
よ
り
在
世
に

怒
る
に
非
守
し
て
三
径
三
世
に
恒
に
普
き
な
り
。

4

堵
一
対
日
参
照
。
以
上
を
在
世
の
三
径
と
な
す
。

M
〈
在
滅
三
時
に
就
い
て
三
径
を
大
判
せ
ば
、
在
世
は
股
、
正
像
に
は
在
世
下
種
の
機
、
小
擢
等
の
四
依
に
特
護
せ
ら
れ
て
熟
脆
を
得

え
J
．
未
法
に
至
。
て
は
在
世
巳
種
の
機
謹
き
た
れ
ぽ
本
未
有
善
の
機
に
直
ち
に
本
門
の
殺
を
設
き
下
種
の
大
径
を
施
す
べ
き
た
り
。

例
せ
ば
過
去
不
軽
の
強
毒
下
種
の
如
し
。
一
二
時
主
防
熟
撞
と
配
し
こ
と
に
未
法
下
種
の
論
起
る
な
り
。

正
敏
P
L
熟
徒
禾
法
b
L

下
種
と
定
む
と
雄
も
仔
細
に
判
ぜ
ば
三
時
夫
惚
三
谷
あ
る
べ
き
な
り
。
『
並
脆
並
熟
並
種
、
番
身
不
レ
息
、
大
戚
獄
、

一二世
z

篠
山
物

3
樺
ヌ
一
五
『
字
々
句
々
曾
k

味
k

世
々
念
K
常
一
長
崎
一
一
家
一
生
り
作
－
二
伸
乗
，
種
熟
脆
↓
。
諮
問
4
3
M

一
上
三
九
』
と
有
d

問
機
類
だ
に
あ
ら
ば

恒
に
三
徒
慶
す
べ
か
ら
十
。

今
未
法
の
機
は
一
同
に
逆
誘
〈
包
）
の
み
あ
り
と
雄
も
本
化
開
敬
巳
後
は
自
ら
信
不
信
の
二
機
あ
り
。
故
に
得
益
叉
下
種
の
み
に
局
ら

ん
や
。
況
や
一
経
種
熟
院
の
義
あ
る
を
や
。
宿
善
信
順
に
は
熟
肱
乞
論
や
ぺ
く
、
聞
て
謹
〈
者
は
下
種
、
故
に
一
の
題
目
種
と
友
り
熟
と

－
な
り
枕
と
な
る
＝
－
o在
り
。

営

家

三
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三

盆

論

略

説

七

・
氷
法
下
種
の
相
を
示
し
て
『
今
未
法
ノ
初
以
け
小
ヲ
打
同
大
ヲ
以
け
植
ヲ
破
日
時
号
、
東
西
共
－
一
失
ω
之
Z
天
地
鼠
倒

t
。
述
化
ノ
四
依

t
隠
レ
テ
不
3

現
前
オ
諸
天
棄
計
共
園
て
不
レ
守
＝
謹
セ
之
て
是
時
地
涌
ノ
菩
薩
．
始
テ
出
＝
現
ν
世
一
－
但
以
司
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
寸
令
u
服
四
幼
稚
一
、
国
語
堕
悪

必
山
得
径
工
日
疋
也
一
川
崎
叫
』
4
4

一
r一
敏
七
．
。
と
の
下
種
の
後
に
順
逆
二
機
始
め
て
あ
る
な
り
4

誌一一』

像
末
の
熟
日
祉
に
就
き
‘
像
末
は
時
を
異
に
し
、
衆
生
心
田
に
肥
脊
あ
る
を
判
的
て
、
台
組
は
樺
賞
崎
支
用
し
た
れ
ど
も
未
法
は
劫
濁
甚
し
〈

宿
善
M
人
薄
け
れ
ば
所
投
の
敬
至
探
の
要
法
を
用
ひ
‘
妙
法
受
持
唱
題
せ
し
め
て
我
凪
は
皐
令
用
せ
ら
れ
た
り
。

此
皐
令
双
用
は
弘
散
の
方
軌
に
し
て
時
と
機
と
園
及
び
能
弘
の
導
師
に
依
て
・
自
ら
用
捨
あ
り
。
累
品
の
『
若
シ
有
司
衆
生
↓
不
て
信
受
叶
者

三
宮
－
一
下
於
計
如
来
ノ
飴
ノ
探
法
ノ
中
一
品
小
説
利
喜

f
』
・
方
便
日
間
『
夏
＝
以
計
岡
持
ノ
方
便
↓
助
話
相
凍
結
一
義
己
と
は
ム
口
組
之
に
依
る
。
安
繁
行
日
間
に

『
有
勺
所
＝
難
問
寸
不
レ
下
以
司
小
乗
ヲ
法
↓
答
へ
上
。
但
以
計
大
乗
サ
而
篇
－
－
解
説

t
令
U

ョ
得
日
一
一
切
種
智
ザ
』
と
是
皐
令
用
賓
の
伸
旨
当
初
た
り
。

此
二
軌
を
時
に
約
せ
ば
詑
川
一
現
に
『
簡
古
仰
世
ぷ
品
機
ノ
故
一
、
未
代
ハ
令
同
開
山
結
総
ノ
故
一
一
一
一
同
五
』
と
、
日
疋
在
減
大
判
友
れ

E
も
、
滅
後
五
像
は

本
己
有
菩
故
に
双
刷
、
本
禾
有
善
の
未
法
は
皐
令
た
り
。
巳
種
の
機
は
双
用
、
未
種
の
機
は
草
令
。
粂
雑
閣
は
双
用
、
唯
大
閣
は
但
貫
主

り
。
導
師
は
鑑
棋
の
力
な
き
凡
師
は
単
質
、
聖
師
は
機
を
誤
ら
ざ
れ
ば
双
車
用
捨
自
在
・
な
り
。
叉
文
句
同
に
『
如
来

n

悲
故
護
岨
宅
、
喜
根
内

以
レ
慈
政
担
説
ぇ
』
と
は
慈
と
悲
の
異
あ
り
三
岡
問
。
我
組
は
時
と
機
に
鑑
み
た
る
慈
の
導
師
な
り
。
但
し
玄
義
立
に
『
善
弘
経
者
、
用
輿

埴
レ
時
。
口
雄
L

設
レ
構
、
而
内
心
n

不
レ
建
内
宜
法
己
岡
山
口
銭
文
に
『
今
一
家
弘
レ
法
、
大
小
通
メ
立
1
以
レ
小
助
レ
犬
、
或
悶
＝
小
即
犬
二
或

破
ι
小
明
レ
大
．
或
以
レ
小
形
山
大
、
則
是
牛
揃
双
ベ
弘

t
観
敬
供
三
立
A

』
と
日
記
双
用
の
民
意
・
な
り
、
雑
観
と
濫
す
べ
か
ら
や
。
但
し
我
砲
の

下
種
論
に
蕗
訴
あ
る
叉
此
鹿
よ
り
出
づ
『
一
一
切
ノ
経
論
此
ニ
ヲ
出
デ
ズ
均
城
崎
町
』
〈
川
町
四
〉
と
。
而
し
て
遁
化
訴
伏
、
強
毒
下
粍
は
悉
捜
法

門
の
精
妙
至
極
の
も
左
り
。

首
家
の
五
綱
の
中
の
諸
敬
相
は
日
疋
未
法
流
通
の
敬
韓
を
詮
す
る
に
あ
り
。
そ
の
所
詮
は
、
本
掌
砂
本
法
三
段
の
一
品
二
牛
に
し
て
‘
要



は
題
目
の
五
字
な
り
。
今
そ
れ
を
越
ぶ
る
に
ご
と
た
す
。
始
め
に
熟
股
相
封
に
又
一
一
。
在
世
を
言
は
ど
脆
径
の
法
臆
を
勝
る
と
し
て
本
写

砂
に
一
品
二
字
よ
り
の
外
は
小
邪
末
開
夜
、
そ
白
機
は
徳
蒔
垢
重
等
と
言
ふ
九

E
』
。
弐
に
誠
後
を
論
ぜ
は
正
像
所
弘
の
小
樺
迩
の
法
を
以
て

未
法
今
時
の
本
門
法
華
の
序
分
と
し
↓
五
六
口
、
そ
の
機
は
自
ら
在
世
前
回
味
及
び
帯
樫
の
国
人
の
如
し
と
す
叫
加
わ
ヘ
是
正
像
を
熟
化
と
す
。

末
法
の
敬
躍
は
所
詰
内
詮
書
量
正
設
の
法
剛
胆
に
し
て
事
行
の
題
目
と
本
門
本
隼
と
た
し
、
共
機
本
門
直
建
の
人
お
、
信
順
受
持
一
行
を
以

て
脆
る
得
る
故
に
、
末
法
の
題
同
本
一
等
は
大
乗
正
見
等
の
敢
に
し
て
、
共
機
は
薄
徳
等
に
非
宇
。
r
円
副
長
丸
山
川
砕
い
品
川
一
一
州
、
此
序
正
熟
脆
相
封
の

文
は
在
世
の
機
敢
に
約
せ
ど
も
、
意
は
末
法
の
事
視
を
立
つ
る
に
あ
り
、
本
語
判
の
綱
格
叉
と
と
に
あ
り
。

・
次
に
額
脱
相
封
せ
ば
下
種
の
要
法
は
肝
要
五
字
、
脆
従
の
要
品
は
一
品
二
牛
な
り
。
是
に
叉
し
二
。
始
め
に
在
滅
相
封
せ
ば
『
在
世
ノ
・
本
門
品

末
法
之
初
二
同
＝
純
国
也
、
但
λ
似
レ
《
脆
此
レ
ハ
種
、
彼
レ
二
品
二
A
T
此レ

A

題
目
ノ
五
字
也
川
崎
坤
』
と
は
在
末
法
盟
問
、
然
も
時
機
異
な
れ
ば

別
し
て
流
通
下
種
の
要
法
を
取
る

5
ぇ
次
に
再
往
来
法
に
種
院
の
二
径

施
敬
異
な
る
を
一
不
す
c
故
に
吾
租
正
宗
脆
径
の
要
口
問
に
簡
ぴ
、

あ
る
な
り
。
今
時
に
順
逆
の
二
機
あ
り
む
、
順
縁
は
宿
善
あ
る
に
よ
る
t
主
一
言
、
故
に
順
機
に
は
三
秘
事
観
の
要
路
を
一
不
す
、
是
所
内
詮

申請量
M

聞
な
り
。
妙
法
不
信
背
迷
の
輩
に
は
肝
要
の
五
字
D
L
強
毒
し
未
来
営
成
の
大
株
を
結
ぱ
し
む
。
な
ほ
本
法
三
段
流
通
分
に
就
い
て
、

人
を
指
せ
ば
本
法
の
活
現
た
る
本
化
藍
組
た
る
べ
く
‘
本
化
所
弘
の
法
鰻
を
五
宇
と
言
ふ
ペ
く
、
叉
流
通
分
は
な
く
と
も
正
宗
を
流
誼
す

る
は
導
帥
の
任
た
り
。
綱
要
師
は
流
通
外
に
は
五
字
、
内
に
は
周
の
二
十
八
品
を
含
む
と
言
ふ
共
義
あ
る
べ
し
。
前
日

か
く
て
我
組
末
法
の
封
機
は
今
番
下
種
に
頂
ら
ざ
る
久
遠
失
心
の
建
順
の
二
機
に
し
て
、
本
因
妙
の
導
首
は
日
蓮
聖
人
た
る
も
化
源
は

久
越
本
僻
に
あ
り
。
三
径
の
法
躍
は
妙
法
五
字
。
行
法
は
信
限
受
持
、
位
は
名
宇
佐
中
の
六
即
、
敬
調
高
位
摘
下
と
は
是
た
り
。
易
行
易

修
‘
誰
か
と
の
恩
寵
の
慈
政
を
遮
機
せ
ざ
ら
ん
や
。

営

家

三

盆

論

略

設

七


